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郷土の古代･中世は語る 

エピソード 逢隈地区は、古代人の生活居住跡が多く見られ、遠い昔から生活に適した所となっていたものと

考えられます。そこに見られる横穴･貝塚･古墳等をみて古代人の生活を想像し、大和朝廷の権

力が及んだ北根の地（阿武隈川以南）にあった延喜式内社を見学する。戦国時代の舘跡・神社・

仏閣等を見学し郷土の味に舌鼓を打ち、夕日を見ながら温泉につかる旅はどうでしょう。 
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（1 日目） 
逢隈駅集合・・・三十三間堂官衙跡・・・田沢麿崖仏・・・安福河伯神社・・・ 
9：00         9：10～9：40         9：55～10：15     10：25～10：45 

鹿島緒名太神社・・・堤の内横穴郡・・・椿貝塚・・・昼食・・・十文寺舘跡・・ 
11：00～11：15      11：25～11：40  11：50～12：00       13：30～13：50 

（十文寺神社）・・・湊神社・・・川口神社・・・鳥の海・蛭塚・・・鳴り砂・・・ 
        14：00～14：20   14：30～14：50  15：00～15：30  15：40～16：00 
鳥の海温泉（泊） 
16：10 

（２日目） 
鳥の海温泉・・・いちご狩り・・・亘理城（亘理神社）・・・大雄寺・・・称名寺・ 
9：00     9：10～10：00    10：10～10：30   14：40～11：00  11：10～11：30 

・・昼食・・・鹿島天足和気神社・・・竹の花古墳跡・・・笹かまの郷・・・ 
11：40～12：50  13：00～13：20     13：30～13：50    14：00～14：30 

郷土資料館・・・亘理駅 
14：40～15：30  15：30 

古代の生

活 

 

戦国の生

活 

 

亘理の味 

 

自然景観 

一
泊
二
日 

プログラム

の売り 
郷土亘理は、遠い昔に山裾をぬって南北に東（あずま）街道＝古道＝があり、それに沿って生活

の跡があった。その後人々の生活が平地に移り、浜街道（国道 6 号線）が古道に平行してつくら

れ、これに沿って、人々の生活が営まれるようになった。現在は居住区をさけた６号バイパスが

開通し、大規模な企業が集まっている。東海道と６号線沿いの遺跡を見学し、当時の生活を想像

することにより私たちに語りかけているものを感じ取る。縄文後期の椿貝塚、古墳期の堤の内横

穴郡・竹の花横穴古墳、延喜式内社の安福河伯神社・鹿島緒名太神社・鹿島天足和気神社・平

安期の三十三間堂遺跡（郡衙跡）・鎌倉室町期の小堤城（大雄寺）・十文寺舘（十文寺神社）、江

戸期の亘理城（亘理神社）・大雄寺・称名寺・川口神社・湊神社・田沢麿崖仏・鳥の海・蛭塚、現

代の鳴り砂・笹かま工場・いちご狩・郷土資料館で町の歴史を確認する。 

実施期間 亘理山元商工会 

実施場所 1 日目 逢隈・荒浜地区  ２日目 吉田･亘理地区内、  鳥の海温泉泊 

実施時間帯 1 日目 ９:００～１６:１０   ２日目 ９：００～１５：３０ 

交通アクセ

ス 

逢隈駅まで  ＪＲ常磐線仙台駅から３０分 

自家用車は、亘理中央公民館駐車、その後に専用車輌  移動は専用車輌 

参加費用 大人        円    小人         円 

参加に 

当たっての

必要な情報 

募集人員  ２６人 

お問合せ 

申し込み 

亘理山元商工会 ℡0223-34-3121 

 


